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瀬戸臨海実験所研究報告(Publicationsof the Seto Marine Biological Laboratory)第39巻第2/3号が，
2002年3月31臼に発行された。掲載論文6編，総、頁数92頁。
39巻第2/3号 (2002年3月)
論文1.Shimomura， M. & Mawatari， S.F.: Munnidae from Japan (Crustacea: Isopoda: Asellota). [下村通誉
・馬渡俊輔:日本産ムンナ科(甲殻綱:等脚目・ミズムシ亜目)J.日本産ムンナ科として、
M仰 na属6種と Uromunna属1種を記録した。 Munna属のうち2種は新種で、 l種は日本初
記録である。また砂omunna属の 1種については、新しく採集された材料を基に、再記載を
行った。 (45-73頁)
論文 2.Raveendran， T.V. & Harada， E.: Impact of predation by Ostracion immaculatus (Pisces: Os回.ciida)











論文4.Xing， Y. & Wada， K.: Temporal and spatial pa恥 rnsof the alga Cladophora conchopheria on the 







論文 5.M町 akami，C.， Adrianov， A. & Shirayama， Y.: Taxonomic study ofthe Kinorhyncha in Japan I. 






論文 6.1凶 i，G.: Two types of symbioses between grapsid crabs and a host出alassinideans加imp.[伊谷行
イワガニ類と宿主のアナジャコ下目甲殻類との聞に見られる二つのタイプの共生].アナジ
ヤコの巣穴から、二種のヒメアカイソガニ属のカニが採集された。 トリウミアカイソモドキ
は巣穴に共生しているのに対し、来記載種のカニはアナジヤコの腹部にしがみついてぶらさ
がっている。両者の共生の特徴や行動様式を、野外実験及び室内観察により比較した。未記
載種によるアナジャコへの共生は、カニ類による他の十脚類への外部寄生の最初の例でお
る。 (129-137頁) (編集委員会)
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